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　大多喜高校同窓会の皆様におかれ
ましては、ますますご清祥のことと
お喜び申し上げます。

　また、日頃より本会の運営にご支援ご協力を賜り
心から感謝申し上げます。
　昨年は、10月の総会をはじめ、千葉支部、岬支
部及び勝浦支部の総会に出席させていただき、多く
の同窓生の皆さんとともに、大多喜高校の現状と課
題、また、会での今後の取り組み方針などについて
十分に意見交換をさせていただくことができました。
　今年の入学式では、これからの学校生活への希望
と期待に満ちた新入生の姿に接し、私の高校時代に
思いを馳せるとともに、新１年生の皆さんと同じ
く、私もまた新年度を新しい気持ちで頑張っていこ
うという思いになりました。新入生の皆さんには、将
来の目標を持ち、いろいろなことを学び経験し、充実
した学校生活を送られますようお祈りいたします。
　また、在校生の皆さんにおかれましても、文武両道
にご活躍されておりますことを本会としても誇りに
思います。多くの生徒の皆さんが部活動に所属し、運
動部・文化部ともにそれぞれの分野で才能を発揮さ
れるとともに、卒業後の進路においても、目標とされ
る学校などに進学されていることと思います。
　これも、皆さんの日々の努力の成果と、一人一人
に親身に寄り添い、情熱を持って指導にあたられて
いる教員の皆さんのおかげであると思っております。
　そして、大高生にとっては欠かすことのできない

地域の足であるいすみ鉄道の存続に向けたサポート
など、社会貢献活動にもご尽力いただき敬意と感謝
を申し上げます。
　今、少子高齢化や人口減少が著しく進行してお
り、高等学校の再編成など、学校教育に関しても今
後様々な問題が発生してくることが予想されます。
　伝統校といえども、創意工夫を続け、より多くの
生徒に魅力ある大多喜高校への入学を希望してもら
えるように、大多喜高校を将来まで残していけるよ
うに取り組んでいかなければなりません。特に、い
すみ鉄道の存続が危機的な状況にあることから是非
同窓会会員の皆さんの熱きご支援をお願いいたしま
す。
　就職・結婚などで地元を離れて暮らしている卒業
生の皆さんにおかれましても、この会報などを通し
て母校の近況を知っていただきますとともに、是非
同窓会の開催や、総会へも出席いただけますと大変
心強い限りです。
　大多喜高校は来年創立120周年の新たな節目の年
を迎えます。伝統ある大多喜高校の更なる発展に向
けて、皆で力を合わせて共に頑張っていきましょう。
　結びに、近藤校長先生をはじめ、諸先生方の教育
に対する情熱に敬意と感謝を申し上げますととも
に、母校の一層の発展ならびに皆々様のご健勝とご
多幸、ご活躍を祈念いたしまして、挨拶とさせてい
ただきます。

　同窓会の皆様には日ごろから本校
の教育活動にご理解とご支援をいた
だき誠にありがとうございます。

　さて、平成30年３月、スポーツ庁から「運動部
活動の在り方に関する総合的なガイドライン」が公
表されました。これは中学校を対象としています
が、高校も準用することとされています。文化部活
動のガイドラインも現在文化庁が策定中です。この
ガイドラインの概要と、これを受けて県、学校、各

部活の今後の対応について説明します。
　国のガイドラインは、「活動時間が長いほど外傷・
障害の発生率が高く、特に週に16時間以上でより
高くなる」、「週あたり活動時間が【年齢×１時間】
より多い場合は重いスポーツ障害が発生する可能性
が高い」、「疲労骨折で来院したアスリートのうち、
71％が週６日以上活動していた」などの「オーバー
トレーニングに関する国際的な研究結果」や「ス
ポーツ医・科学関係機関の提言」を基にジュニア期

会長あいさつ� 同窓会長　 猿田　寿男（昭42高）

部活動ガイドラインと働き方改革� 校長　 近藤　克之
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　『私の宝物は、この通
帳です。』と話すと、生
徒 達 は 一 斉 に 笑 い ま し
た。中学校の卒業式前に
行われた学年集会の出来
事 で す。 生 徒 達 は な ぜ
笑ったのでしょう。確か
にお金は大切ですが、そ
れにしても通帳とは…と
思 っ た の か も し れ ま せ
ん。私は話を続けました。

　私は、千葉県立大多喜高校を昭和52年に卒業し、
福島大学に進み、縁があって宮城県の中学校の教師
になりました。石巻市を中心に35年間勤めました。
私の自宅は、海から数百メートル、渡波という所に
あり、勤務校も自宅の近くにありました。そして、
平凡だけど充実した日々を送っていました。
　あの３月11日までは…。
　その日、私は卒業式を終え、職員室にいました。
午後２時46分、今まで経験した事のない激しい揺
れ、終わったかと思う間もなく更に激しく長い地震
が…。校庭に出た私が見たのは、黒く高い壁のよう
な波。津波でした。命からがら逃げてきた150人ほ
どの地域の人達と校舎の３階でまんじりともせず長
い夜を過ごしました。卒業式の服のまま。

　２日後、腰までもある泥水と数々の流失物に阻ま
れながらも、自宅にやっと帰り着くと、津波は１階
を突き抜けていました。食べる物も着る物もなく、
２階でローソクを灯し生活しました。学校の再開の
めども立ちませんでした。義母も生徒も保護者も犠
牲になりました。全国の人々から助けられ、何とか
生き延びて２ヶ月が経ちました。

　そんな時です。通帳が届いたのは…。
　通帳には「がんばれ美佐子の会」と書かれてあり
ました。中を開くとたくさんの友達の名がありまし
た。一人一人の名前を見て涙が止まりませんでし
た。ずっと張りつめていたものが一気にほぐれてい
きました。それは、私が家族や自宅・職場を失った
のを知った親友が友人達に声をかけてくれ、形に
なったものでした。一人一人の名を手でなぞり、友
人達の顔と同時に思い出が浮かんできました。「通
帳」は故郷の皆からの温かい励ましのメッセージと
なりました。
　これが私の一番の宝物です。

　生徒達はシ～ンとなって、私の話を真剣に聞いて
くれました。震災から３年後、私の最後となった勤
務校での事です。私は生徒に「卒業してバラバラに
なっても心はつながっている」という事を伝えた
かったのです。

同 窓 生 の 声

におけるスポーツ活動時間等を示しています。これ
らを根拠にガイドラインでは、部活動の練習時間に
ついては、平日２時間程度、土日を含む休業日は３
時間程度とし、これを超える場合もこの前後を短縮
すること等により過度にならないように留意すると
されています。休業日については、平日、週末にそ
れぞれ１日以上、少なくとも週に２日以上設けるこ
とを基準とし、週末の大会等に参加した場合は、他
の日に休養日を振り替えることが求められています。
そして、これらの取り組みを側面から支えるため
に、各中央競技団体が、効率的・効果的な科学的ト
レーニングの指導手引を作成・公開することとされ
ています。
　千葉県教育委員会は国のガイドラインに沿って、
本県独自の「安全で充実した運動部活動のためのガ
イドライン」を公表しました。各校の校長は、この
千葉県ガイドラインに沿って自校の「部活動活動方
針」を策定し、さらに顧問が「各部の活動方針・毎
月の活動計画・毎月の活動実績」を作成し、それら

をHPや文書などで生徒・保護者の皆様に周知する
ことになる予定です。これらの作成にあたっては、
大会前や季節により活動状況に差がある競技などに
ついては、各競技や学校の状況に応じて工夫するこ
とができるようです。
　本校でも、より科学的で効率的な練習方法やト
レーニングの手法を取り入れることで、学習と部活
動をうまく両立させて、本校が謳っている文武両道
が生徒一人一人の中で成り立つように工夫・改善を
進めてまいります。
　昨今、学校はブラック企業と言われることが度々
あります。県教育委員会では働き方改革推進拡大会
議を開催するなど、学校における業務改善を進め、
教職員の長時間勤務の改善に取り組んでいます。部
活動の活動時間も働き方改革の一端を担っていると
考えられますが、新たに顧問が作成・公表すること
になる活動計画書や活動実績書などが多忙化を促進
させることがないように願っています。

私 の 宝 物
� 昭和52年卒業　菅野（渡邉）美佐子
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支部・ＯＢ会だより

　大多喜支部は５月31日（木）、中
央公民館におきまして飯島勝美後援
会長、近藤克之校長先生を来賓にお
迎えし、平成30年度大多喜支部総
会を開催しました。
　平成29年度事業報告及び決算報
告、平成30年度事業計画（案）及

び予算（案）について承認をされました。事業計画
（案）では特筆する事業内容はなく、前年同様とな

っております。
　平成28年４月に発足されました「大多喜高等学
校支援推進委員会」へ同窓会大多喜支部長として参
加することとなっており、年々受験生が減少する現
状の中で歴史ある大多喜高校を存続する為の施策が
論じられております。
　同窓生の皆様の建設的なご意見、ご提案をお願い
いたします。
� 大多喜支部長　野村隆夫

 大多喜支部

　私は震災後、幾度か故郷に帰りました。故郷の空
気は温かく、まとっている様々なものを剥ぎ取って
くれます。友人との語らいも数十年前に戻してくれ
ます。
　懐かしい校舎、校庭、お城山、大井戸、弓道場、
バレーボールに打ち込んだ体育館、合宿所、食堂の

「長介」はまだあるのかなぁ…。

　最大の被災地（平成30年２月現在　死者・行方
不明者3,876人）と言われた石巻は、様々な地域と
人々から多大な支援をいただき少しずつ復興してい
ます。街の様子は一変してしまいましたが、災害に
強い街として新たな一歩を踏み出しています。我が
家も自宅を再建し、当日勤務していた中学校もプレ
ハブ校舎から６年目にしてようやく内陸部に新設さ
れました。
　失ったものは取り戻せないし、後悔もたくさんあ
ります。でも前に進むしかないのです。いえ、「前
に進まなくては！」と思います。

　現在、私は支援員として中学校で働いています。
また、地域で行っている「子ども食堂」のお手伝い
や、復興地の支援を目的にした「ツールド東北」と
いう自転車イベントでは、民泊を毎年引き受けてい
ます。更に、英語の勉強をして、石巻にボランティ
アでいらした外国人の方々と交流を行っています。

　この前に進む力は、
故郷の皆さんからい
ただいたものです。
困難な事に出会った
時、千葉で仲間が応
援してくれていると
思うと力が湧いてき
ます。元気になって、
また千葉を訪ねたい
と思います。そして
皆さんが応援団でい
てくれる様に、私も
大多喜の応援団であ
り続けたいと思っています。今までありがとうござ
いました。
　私の宝物の大多喜高校の皆さんへ

　菅野（渡邉）美佐子
S34生　59歳　中学校支援員

夷隅町立国吉小、国吉中
S49　大多喜高校入学
S52　卒業（バレーボール部所属）
S52　福島大学教育学部入学
S56　宮城県の中学校体育教師となる
　　　34年間勤め56歳で早期退職
　　　現在に至る

　女子高支部では５月27日（日）に近藤校長先生
をはじめ、山岸教頭先生、佐藤事務長、竹山同窓会
事務局長をお迎えし、会員33名の出席を得て総会
を開催しました。
　近藤校長先生より本校２年目、自己紹介のあと女
子高勤務時代のこと、卒業生との再会をとおしてふ
るさとに戻ってきたような気持ちでいるとのこと。

生徒を地域とともに、ていねいに育ててゆきたい。
ご支援をお願いしたいとのお話しがありました。
　事務局竹山先生からは、入学選抜、進路指導、部
活動の様子等、学校の現況について説明がありまし
た。
　総会では、29年度事業報告、決算の承認、30年
度行事計画案、予算案については作成せず決算報告

 女子高支部
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第17回近隣少年サッカー大会が開催
　第17回大多喜町近隣少年サッカー大会が、12月
16日（土）、大多喜町多目的広場で開催されまし
た。夷隅・長生両郡市内から総勢16チームが参加
し、熱戦の火ぶたが切られました。
　今大会には、長南グリーンウエーブが初参加。大
会を主催する千葉県立大多喜高等学校サッカー部
OB会は、「この大会の人気が高まってきている。選
手たちの友情の輪を広げることも大会の大きな目的
の一つ。大いに歓迎したい。」とコメント。
　試合は、過去７回の優勝を誇る大原FCが１回戦で
西小FCにPK戦の結果２対３で敗退。西小FCは、続
く２回戦で東FCに３対２で勝利しベスト４へ進み
ました。
　年々確実に力をつけてきているもののまだ優勝の
経験のない長者FCが１回戦で大多喜小に４対３（PK
戦）で勝利、続く２回戦では御宿FCに１対０で勝利
しベスト４へ。一方別のサイドからは、茂原SCが浪
花小、勝浦FCを破りベスト４へ。また上野FCが東
海小、夷隅小FCに勝利しベスト４へ進みました。ど

このチームも勝てば初優勝となる４強の戦いは、長
者FCが西小FCを６対０で制し、また上野FCが茂原
SCに２対０で競り勝ち、両チームによる決勝戦とな
りました。
　お互いに一歩も譲らない試合展開に、時間内では
決着がつかずPK戦へともつれ込みました。
　大きな声援が沸き起こる会場で、各選手は緊張し
た面持ちで１蹴勝負。確実にゴールに蹴りこんだ長
者FCが６対５で熱戦を制し、見事初優勝に輝きまし
た。
　また３位決定戦では、西小FCが１対２で茂原SC
に敗れ、入賞は逃したものの王者大原FCを１回戦で
破るなど大活躍が目立ちました。

　【参加チーム】
長者FC・上野FC・茂原SC・西小FC・東FC・御
宿FC・勝浦FC・夷隅小FC・古沢小・浪花小・
千町小・東海小・大原FC・太東FC・大多喜小・
長南グリーンウエーブ

 サッカー部OB会

のみとすることで審議、承認されました。
　総会、懇親会のあと、児安敬子さん（独唱）矢澤
弘子さん（伴奏）をお招きし、歌の会を実施しまし
た。お二人が様々な場で活躍されているとのこと、
すばらしい歌声と伴奏に耳を傾けました。やさしい
指導により校歌をはじめ、なつかしい歌を皆で合唱
し、なごやかなひとときをすごし散会しました。

　平成30年６月19日、爽やかな初夏の季候の中、
レイクウッド大多喜CCを会場に、第69回経友会ゴ
ルフコンペを開催しました。参加者は、女性２名を
含む14名でした。
　参加者の賛同を得て、後輩の活躍に役立ててもら
う趣旨で、同窓会に２万円を寄付しました。
　経友会は、当初、郷里を離れた同窓生が、母校の
支援と会員相互の親睦を目的に発足しましたが、現
在は同窓生であればどなたでも行事等への参加を歓

迎いたします。現在は、総会と年２回（春・秋開催）
のゴルフコンペを実施しております。コンペは、例
年母校近くのゴルフ場を会場に行われております。

　　経友会役員
　　　会長　引田紘一　（Ｓ33年度卒）
　　　幹事　秋田幸一　（Ｓ46年度卒）
　　　幹事　太田雅彦　（Ｓ58年度卒） 

 経友会報告

　大原支部では、下記の通り今年度の支部総会を実
施致します。（尚、大原支部の会員とは、旧大原町
に居住の同窓生が対象となります。）

　１、期　　日　平成30年10月13日（土）
　　　　　　　　18時より
　２、場　　所　蕎麦処　山長（大原国道沿い）
　　　　　　　　大原9536番地
　　　　　　　　電話（0470-62-3137）

 大原支部
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平成30年度同窓会岬支部総会・懇親会のお知らせ
　　日　時　平成30年10月20日（土）
　　　　　　午後６時から
　　場　所　ひかり寿司　いすみ市岬町椎木1258
　　　　　　　　　　　　℡ 0470−87−5150
　　総　会　平成29年度会計報告、その他議事、
　　　　　　母校からの近況報告（生徒の活躍等）
　　懇親会　総会終了後　会費6,000円
　　※�お問い合わせ、お申し込みは、下記までお願

いします。
　　連絡先
� ℡ 090−4831−1986　矢代　一秀（高21回 昭44）
� ℡ 090−5334−3011　浅野　友之（高32回 昭55）

　平成29年度同窓会岬支部総会は、猿田寿男同窓
会長、母校から近藤克之校長先生、事務局から竹山
亮宏先生をお迎えし、支部会員22名で開催しまし
た。
　平成28年度会計報告、母校からの近況報告、母
校支援について提案があり、すべての議案が満場一
致で承認されました。
　懇親会は、年代の違う会員同士が親しく言葉を交
わし、猿田同窓会長を囲み母校を取り巻く社会情勢
や、近藤校長先生、竹山先生との会話で母校に対す
る理解を深めることができました。
　今回出席の皆様より３万円の母校支援金を拠出し
ていただきました。総会は、盛大に行われ母校のさ
らなる発展と、会員の繁栄を祈念し声高らかに万歳
三唱し閉会しました。

 岬支部

平成28年度　同窓会決算報告書
【一般会計】

収入総額 5,468,896 円
支出総額 2,484,787 円
差引残額 2,984,109 円（次年度へ繰越）

収入の部 単位：円
科　目 予算額 決算額 増減額 説　明
繰越金 3,125,273 3,125,273 0 前年度繰越金
入会金 810,000 810,000 0 5,000円×162名
賛助金 1,500,000 1,416,490 △ 83,510 同窓会報発行賛助金

雑収入 327 117,133 116,806 寄付金、預金利息、記念
誌売り上げ

計 5,435,600 5,468,896 33,296

支出の部 単位：円
科　目 予算額 決算額 残　額 説　明
会議費 250,000 130,682 119,318 総会補助、役員会議費
運営費 150,000 43,112 106,888 事務費、通信費
活動費 600,000 434,360 165,640 支部活動費、旅費等
広報費 2,000,000 1,876,633 123,367 同窓会報発行代
予備費 2,435,600 0 2,435,600

計 5,435,600 2,484,787 2,950,813

監　査　報　告　書
諸帳簿並びに証拠書類を精査したところ、適正であることを認めます。

平成29年９月８日㈮

監事 酒　井　太　門　

監事 渡　辺　雅　文　

【特別会計】
収入総額 1,795,113 円
支出総額 0 円
差引残額 1,795,113 円　（次年度へ繰越）

収入の部 単位：円
科　目 予算額 決算額 増減額 説　明
繰越金 1,795,092 1,795,092 0 前年度繰越金
繰入金 0 0 0
雑収入 208 21 △ 187 預金利息

計 1,795,300 1,795,113 △ 187

支出の部 単位：円
科　目 予算額 決算額 残　額 説　明
繰出金 0 0 0
予備費 1,795,300 0 1,795,300

計 1,795,300 0 1,795,300

監　査　報　告　書
諸帳簿並びに証拠書類を精査したところ、適正であることを認めます。

平成29年９月８日㈮

監事 酒　井　太　門　

監事 渡　辺　雅　文　

　３、会　　費　4,000円
　４、出席連絡　10月6日（土）までに
　　　幹事　新井洋一（090-7566-0351）
　　　　　　　　　　　へ連絡をお願い致します。

　大原支部と致しましては、より多くの支部同窓生
の参加を希望しておりますが、経費節約のため、同
窓会報によっての連絡となることをお許しください。
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部活動状況　

平成30年 第42回全国高等学校総合文化祭

体 育 系 男 女 合計 文 化 系 男 女 合計

柔 道 10 3 13 生 物 14 1 15

剣 道 12 9 21 美 術 3 15 18

陸 上 競 技 23 19 42 書 道 2 8 10

弓 道 18 16 34 マンドリン・ギター 0 25 25

野 球 39 3 42 演 劇 4 2 6

ソ フ ト テ ニ ス 14 12 26 英 語 5 4 9

バ レ ー ボ ー ル 8 12 20 吹 奏 楽 6 29 35

バスケットボール 7 12 19 茶 道 7 16 23

サ ッ カ ー 19 9 28

卓 球 15 6 21

全 合 計 206 201 407

千葉県陸上競技選手権大会

男子1500ｍ	 第５位	 関　将太郎（３Ｂ）（北中出身）
男子3000ｍ障害	 第５位	 吉田　壮志（３Ｄ）（国吉中出身）
女子3000ｍ障害	 第５位	 鈴木　瑞生（３Ｂ）（国吉中出身）
		  　　　第91回関東陸上競技選手権大会出場

美術・工芸部門
	 長崎　陽大（３Ａ）（御宿中出身）
	 太田　百香（３Ｄ）（岬中出身）
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平成29年度進路状況報告 進路指導主事　森　　裕香

平成29年度進路指導を振り返る

　近年、生徒の進路希望は多様化しており、進学の内容も、
4年制大学から専門学校まで、また、分野に関しても実に
様々である。さらに入試も一般入試・推薦入試・AO入試と
あり、個々にあった形態を選択し、進路決定を目指すことと
なる。
　大学に関しては、私立大への進学は72名であったが、昨
年度は都内私大定員数厳格化の影響もあってか、一般受験で
苦戦を強いられる傾向にあった。国公立大への合格・進学も
2名にとどまる結果となったが、今後は視野を広げ、首都圏
に限らず、地方の大学にも目を向けた学校選択の方向も検討
していく余地があると感じる。
　就職に関しては、民間は希望者が少なく4名のみ。公務員
は早期からの準備・対策により、のべ10名の合格となっ
た。特に、大多喜町役場に3名の就職が叶ったことは大変喜
ばしい結果であった。

昨年度の進路指導の概要
（１）進路説明会〈3年〉4月
　　　�外部講師等による分野別（大学・短大、看護医療、専

門学校、公務員、民間就職）進路説明
（２）夏期・冬期実力養成講座・進学課外授業・公務員講座
（３）大学見学会〈1年〉7月
　　　明治大学（駿河台）・東京農業大学
（４）�看護・介護・福祉体験、県庁インターンシップ、いす

み鉄道アテンダント体験、小中学校サマースクール学
習支援ボランティア等〈全学年〉7・8・11月

（５）勉強合宿〈1、2年〉8月
　　　�城西国際大学安房ラーニングセンター（鴨川市）にて
（６）保護者進路講演会　11月
　　　東城　勝 氏　「進学のためのお金講座」
（７）1･2年大学出張講義体験会〈1、2年〉11月
　　　�國學院・文教大・専修大・聖徳大・城西国際大・関東

学院大・千葉県立保健医療大・国際医療福祉大・順天
堂大・千葉敬愛短期大学部

（８）進路講演会〈全学年〉12月
　　　吉田　真也 氏「新しい時代を生き抜くには」
（９）2年進路説明会　12月
　　　�大学・短大・専門学校・民間就職・公務員の進路説明
（10）2年公務員説明会　〈1、2年〉12月
　　　外部講師による説明
（11）進路報告会〈1、2年〉3月　卒業生による体験談ほか
　　　�都留文科大・千葉県立保健医療大・玉川大・学習院

大・國學院大・東邦大・駒澤大・日体大・帝京大・千
葉工大・淑徳大・目白大・大妻女子短期大・千葉敬愛
短期大・鶴舞看護専門・日大医学部附属看護専門・大
多喜町役場・日本郵便株式会社

平成29年度卒業生主な進路先
〔四年制大学〕

都留文科大・千葉県立保健医療大・植草学園大・浦和

大・学習院大・亀田医療大・川村学園女子大・京都ノー

トルダム女子大・共立女子大・敬愛大・國學院大・国際

医療福祉大・国際武道大・駒澤大・秀明大・淑徳大・城

西国際大・上智大・湘南工科大・上武大・女子美術大・

玉川大・千葉科学大・千葉経済大・千葉工業大・千葉商

科大・帝京大・帝京平成大・東京情報大・東京成徳大・

東京農業大・東都医療大・東邦大・新潟医療福祉大・日

本体育大・日本大・武蔵大・明海大・明治大・明星大・

目白大・立正大・和洋女子大　他

〔短期大学〕
植草学園短大・大妻女子短大・昭和学院短期大・創価女

子短大・千葉敬愛短大・千葉経済短大・千葉明徳短大・

東京家政大学短大・日本歯科大学東京短大・日本大学短

大　他

〔専門学校〕
千葉県立鶴舞専門・慈恵柏看護専門・千葉市立青葉看護

専門・君津中央病院専門・千葉中央看護専門・日本大学

医学部附属看護専門・船橋情報ビジネス専門・国際医療

福祉専門・太陽歯科衛生士専門・日本工学院専門・大原

医療秘書福祉専門・日本外国語専門・国際理工情報デザ

イン専門　他

〔公務員・民間就職〕
千葉県職員・大多喜町役場・千葉県警・市原市消防局・

夷隅郡市広域市町村圏事務組合(消防)・航空自衛隊・日本

郵便株式会社　他

◇平成29年度卒業生進路状況

種別
性別

大学 短大 専門
学校

就職 浪人
・他 合計

国公立 私立 国公立 私立 民間 公務員

男 1 40 0 1 16 3 6 13 80

女 1 32 0 13 27 1 3 2 79

計 2 72 0 14 43 4 9 15 159
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●役員名簿

　

【支部長は各支部で選出していただいています。】     

事務局だより

日 時　10月28日㈰　午前11時20分〜
場 所　勝浦ホテル三日月
会 費　男性　8,000円　　女性　5,000円
　　　 お問い合わせ、お申し込みは、
　　　 下記までお願い致します。
　　　 TEL 0470−82−2621
　　　　　　　　　　　 （大多喜高校内・同窓会事務局）

平成30年度
同窓会総会・懇親会のお知らせ

平成29年度
・本校による、いすみ鉄道への支援活動の取り組みがテレ
ビやラジオ、雑誌などの多くのメディアに取り上げられ
ました。今後も生徒会やいすみ鉄道対策委員会を中心に
積極的に取り組んでいきます。
・一昨年までは、いすみ鉄道に寄付を頂いた方には、いす
み鉄道よりお礼のはがきを郵送していました。29年度
からは、はがきは郵送せず、翌年の寄付のご案内の文書
に総額を記載させて頂くようになったそうです。

平成30年度
・経友会の皆様より20,000円の寄付を頂きました。あり
がとうございました。

●平成29年 年度末人事異動

●異動連絡のお願い
　住所等の異動の折には郵便はがきなどで同窓会事務局に
ご連絡ください。同窓会関係の郵便物が宛先不明で返送さ
れますと会員名簿上での住所は空欄となります。同窓会事
務局では少しでも正確な情報を把握しておきたいと考えて
おりますので、ご協力よろしくお願い致します。

●原稿募集のお願い
　同期会・クラス会・OB会等を開催されましたら、会報
に掲載しますので、ご連絡をお願い致します。また、同窓
会報の『同窓生の声』に寄稿いただける方がいらっしゃい
ましたら、同窓会事務局へご連絡下さい。
千葉県夷隅郡大多喜町大多喜481　TEL 0470−82−2621
　　　　　千葉県立大多喜高等学校同窓会

●個人情報について
　個人情報についてですが、同窓会員の情報は㈱サラトに
て一括管理されています。これは、会報の発行や名簿作成
のためです。それ以外の使用は一切行っておりませんので
ご承知ください。

話　題

《転出・御退職された先生方》
　藤岡貴美子	 H27 ～　３年間
	 木更津高等学校

　山本　郁夫	 H29 ～　１年間
	 大原高等学校　再任用

　石井　　修	 H19 ～　11年間
	 京葉高等学校

　今井　智子	 H20 ～　10年間
	 茂原高等学校

　森田　圭一	 H23 ～　７年間
	 教育庁教育振興部学習指導課

　髙橋　一浩	 H23 ～　７年間
	 大多喜高等学校　再任用

　鈴木　基悦	 H24 ～　６年間
	 御退職

　浅野　照久	 H29 ～　１年間
	 長狭高等学校　再任用

　酒井　宣浩	 H21 ～　９年間
	 一宮商業高等学校

　菅根　早苗	 H27 ～　３年間
	 御退職

　長谷川由紀子	 H27 ～　３年間
	 鶴舞桜が丘高等学校

《着任された先生方》
　佐藤由紀子	 市原特別支援学校
　平野　寿弥	 九十九里高等学校
　早坂ゆきえ	 長生高等学校
　尾形　保夫	 大原高等学校　再任用
　髙橋　一浩	 大多喜高等学校　再任用
　加瀬慎之助	 佐原白楊高等学校
　鎌田　健一	 安房高等学校　再任用
　小河　富夢	 新規採用
　中村　俊夫	 東金商業高等学校　再任用
　行方　綾美	 九十九里高等学校
　戸倉　美和	 長生特別支援学校

会 長 猿田　寿男（昭42高）
副 会 長 福山　悦男（昭29高）

近藤　万芳（昭32高）
太田　　洋（昭41高）
加藤　茂範（昭45高）
中村美智子（昭49女）

監 事 酒井　太門（昭41高）
（会計監査） 渡辺　雅文（昭43高）
顧 問 齋藤　萬祐（昭32高）

山口　　登（昭37高）
支 部 長 大多喜 野村　隆夫（昭41高）

大　原 青柳　英俊（昭38高）
勝　浦 猿田　寿男（昭42高）
茂　原 村杉　　仁（昭31高）
千　葉

（千葉大高会） 福山　悦男（昭29高）

岬 矢代　一秀（昭44高）
女子高 中村美智子（昭49女）


